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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガイドレールと昇降載置台からなり、高層ビルの両側面に設置され、地上から屋上に伸
びる工事用エレベータと、
　高層ビルの前後左右の側面に設けられ、地上から屋上に伸びる養生足場と、
　前記養生足場の外側の全側面に設けられる防音パネルと、
　所定長さのトラス鋼材からなり、連結されて、高層ビルの屋上に架け渡され、前記工事
用エレベータの前記昇降載置台に取り付けられる複数の屋根トラスと、
　物の飛散を防止するネットと粉塵の飛散を防止するシートからなり、前記屋根トラスに
取り付けられ、出し入れ口を有する飛散防止ネット及びシートと、が備えられ、
　クレーンで揚重され、前記出し入れ口から屋上に投入された重機により、地上に向かっ
て高層ビルを解体する際、フロア解体の進行に合わせて前記屋根トラスが前記工事用エレ
ベータにより下降され、
　前記工事用エレベータは、前記防音パネルの内側の前記養生足場の間に設置され、前記
昇降載置台が前記高層ビルの頂部付近に移動させた後は、前記昇降載置台の下側の空間は
、作業員が往復するプレートが前記養生足場に取付けられ、フロア解体が進み、前記昇降
載置台が下降してくれば、この部分の前記プレートが撤去されることを特徴とする飛散防
止養生システム。
【請求項２】
　前記飛散防止ネット及びシートは、前記出し入れ口が電動で開閉されることを特徴とす
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る請求項１に記載の飛散防止養生システム。
【請求項３】
　前記屋根トラスは、切妻状又は上部が平坦な梁状であることを特徴とする請求項１に記
載の飛散防止養生システム。
【請求項４】
　前記複数の屋根トラスの少なくとも１つには、照明器具、カメラ、散水装置の内の少な
くとも１つが取り付けられることを特徴とする請求項１に記載の飛散防止養生システム。
【請求項５】
　地上から屋上に向けて高層ビルの両側面に複数の工事用エレベータを立設する段階（Ｓ
１）と、
　地上から屋上に向けて前記高層ビルの前後左右の側面に養生足場を設置する段階（Ｓ２
）と、
　前記養生足場の外側に防音パネルを設置する段階（Ｓ３）と、
　屋根トラスをクレーンで揚重し、切妻状の屋根トラスの脚部又は梁状の屋根トラスの両
端を工事用エレベータの昇降載置台に取付ける段階（Ｓ４）と、
　前記屋根トラスに出し入れ口を有する飛散防止ネット及びシートを取付ける段階（Ｓ５
）と、
　重機をクレーンで揚重し、前記飛散防止ネット及びシートの前記出し入れ口から屋上に
投入する段階（Ｓ６）と、
　前記重機により屋上から地上に向かって前記高層ビルを解体する際、フロア解体の進行
に合わせて前記工事用エレベータにより前記屋根トラスを下降させる段階（Ｓ７）と、が
備えられ、
　前記工事用エレベータは、前記防音パネルの内側の前記養生足場の間に設置され、前記
昇降載置台が前記高層ビルの頂部付近に移動させた後は、前記昇降載置台の下側の空間は
、作業員が往復するプレートが前記養生足場に取付けられ、フロア解体が進み、前記昇降
載置台が下降してくれば、この部分の前記プレートが撤去されることを特徴とする飛散防
止養生工法。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は飛散防止養生システム及び飛散防止養生工法に係り、より詳しくは、重機で高
層ビルを屋上側から地上側に向かって解体する際、高層ビルの屋上部分を覆う飛散防止ネ
ット及びシートを迅速に昇降できる飛散防止養生システム及び飛散防止養生工法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、解体中の建物から外に物が飛散することを防止する飛散防止装置が示
される。該飛散防止装置は、建物の側面に沿って建物の上端よりも上方に突出するネット
保持部と、ネット保持部に保持されて建物の上面を覆う防護ネットと、を備える。ネット
保持部は、建物の脚部に設けられたガイドレールに着脱自在にボルト固定され、ボルト固
定を解除することで、レール保持部を鉛直方向に滑動させることができる。しかしながら
、高層ビルでフロア数が多い場合、ボルトの固定と解除には手間がかかるので、解体工期
の短縮と合わせて、迅速な操作が望まれるところである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－１７２３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　本発明の目的は、高層ビルの解体において、屋上部分を覆う飛散防止ネット及びシート
を迅速に昇降できる飛散防止養生システム及び飛散防止養生工法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明による飛散防止養生システムは、高層ビルの両側面に設置され、ガイドレールか
らなり、地上から屋上に伸びる工事用エレベータと、高層ビルの前後左右の側面に設けら
れ、地上から屋上に伸びる養生足場と、前記養生足場の外側の全側面に設けられる防音パ
ネルと、所定長さのトラス鋼材からなり、連結されて、高層ビルの屋上に架け渡され、切
妻状の屋根トラスの脚部又は梁状の屋根トラスの両端が前記工事用エレベータの昇降載置
台に取り付けられる屋根トラスと、物の飛散を防止するネットと、粉塵の飛散を防止する
シートからなり、前記屋根トラスに取り付けられ、出し入れ口を有する飛散防止ネット及
びシートと、が備えられ、クレーンで揚重され、前記出し入れ口から屋上に投入された重
機により、地上に向かって高層ビルを解体する際、フロア解体の進行に合わせて前記工事
用エレベータにより前記屋根トラスを下降させることを特徴とする。
【０００６】
　前記飛散防止ネット及びシートは、前記出し入れ口が電動で開閉されることを特徴とす
る。
【０００７】
　前記屋根トラスは、切妻状又は上部が平坦な梁状であることを特徴とする。
【０００８】
　本発明による飛散防止養生工法は、地上から屋上に向けて高層ビルの両側面に複数の工
事用エレベータを立設する段階（Ｓ１）と、地上から屋上に向けて高層ビルの前後左右の
側面に養生足場を設置する段階（Ｓ２）と、足場の外側に防音パネルを設置する段階（Ｓ
３）と、屋根トラスをクレーンで揚重し、切妻状の屋根トラスの脚部又は梁状の屋根トラ
スの両端を工事用エレベータの昇降載置台に取付ける段階（Ｓ４）と、屋根トラスに出し
入れ口を有する飛散防止ネット及びシートを取付ける段階（Ｓ５）と、重機をクレーンで
揚重し、飛散防止ネット及びシートの出し入れ口から屋上に投入する段階（Ｓ６）と、重
機により屋上から地上に向かって高層ビルを解体する際、フロア解体の進行に合わせて工
事用エレベータにより屋根トラスを下降させる段階（Ｓ７）と、を備えることを特徴とす
る。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明による飛散防止養生システムによれば、
（１）地上から屋上に伸びる工事用エレベータを高層ビルの両側面に設置し、切妻状の屋
根トラスの脚部又は梁状の屋根トラスの両端を工事用エレベータの昇降載置台に取り付け
たので、フロア解体の進行に伴う屋根トラスの下降を容易に、かつ迅速に行なうことがで
きる。
（２）飛散防止ネット及びシートは、物の飛散を防止するネットと、粉塵の飛散を防止す
るシートからなるので、ネットにより破片や張力ボルト等の外への飛び出しを防止でき、
シートにより粉塵の外への飛散を防止できる。また、飛散防止ネット及びシートは、中央
部に出し入れ口を有するので、出し入れ口から重機を屋上に投入できる。クレーンによる
解体物の運び出しができる。
（３）地上から屋上に伸びる養生足場を高層ビルの前後左右側面に設け、かつその外側に
防音パネルを取付けたので、遮音はもちろん、解体物が外に飛び出さないようにできる。
（４）工事用エレベータは、既存の作業員用昇降機のガイドレールを活用することができ
、コスト低減を図ることができる。
（５）屋根トラスは、所定長さのトラス鋼材を連結して構成したので、取扱いが簡単で、
実施例に示すように１５ｍや５１ｍ等の奥行き長さに対応できる。
【００１０】
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　飛散防止ネット及びシートの出し入れ口は、電動で開閉される機構としたので、人手で
開閉する場合に比較して、開閉が容易である。
【００１１】
　本発明による飛散防止養生工法によれば、
（１）段階Ｓ１で、地上から屋上に伸びる工事用エレベータを高層ビルの両側面に立設し
、段階Ｓ４で、切妻状の屋根トラスの脚部又は梁状の屋根トラスの両端を工事用エレベー
タの昇降載置台に取り付けたので、フロア解体の進行に伴う屋根トラスの下降を容易に、
かつ迅速に行なうことができる。
（２）段階Ｓ５で、出し入れ口を有する飛散防止ネット及びシートを屋根トラスに取付け
たので、張力ボルトなどが屋上から外に飛び出すのを防止できる。粉塵の外への飛散も防
止できる。
（３）飛散防止ネット及びシートの出し入れ口を設けたので、段階Ｓ６に示すように、こ
こから、重機を屋上に揚重できる。また、クレーンによる解体物の運び出しもできる。
（４）段階Ｓ２で、地上から屋上に伸びる養生足場を高層ビルの前後左右側面に設け、段
階Ｓ３で、その外側に防音パネルを取付けたので、遮音されることはもちろん、解体物が
外に飛び出さないようにできる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明による飛散防止養生システムの一実施例で、解体される高層ビルの正面図
である。
【図２】図１の高層ビルの左側面図である。
【図３】梁状の屋根トラスを用いた場合の高層ビルの左側面図である。
【図４】図１の高層ビルの平面図である。
【図５】図４のＡ部拡大図である。
【図６】養生足場と工事用エレベータの関係を示す図である。
【図７】養生足場の足元を示す詳細図である。
【図８】養生足場の頂部を示す詳細図である。
【図９】屋根トラスの構成を示す説明図である。
【図１０】図４のａ－ａ断面図である。
【図１１】屋根トラスの詳細拡大図である。
【図１２】飛散防止養生ネット及びシートの出し入れ口の説明図である。
【図１３】本発明による飛散防止養生工法のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、添付の図面を参照して、本発明による飛散防止養生システム及び飛散防止養生工
法を詳しく説明する。
【実施例】
【００１４】
　図１は、本発明による飛散防止養生システム１００の一実施例で、解体される高層ビル
５０の正面図である。本実施例の高層ビル５０は１１階で地上から屋上（ＲＦＬ）までは
、約４５ｍである。図１は南側の側面であり、図１に示すように、５基の工事用エレベー
タ３が約１０ｍの間隔で立設される。北面側の側面にも、同様に５基の工事用エレベータ
３が立設される。工事用エレベータ３は地上から屋上に伸びるガイドレール６と、ガイド
レール６に装着され昇降する昇降載置台１１からなる。高層ビル５０の前後左右の側面に
は、地上から屋上に向かって伸びる養生足場５が設けられる。養生足場の外側には、高層
ビル５０をすっぽりと覆うように矩形の防音パネル４が固定具で取付けられ、外部に音が
漏れないようにされる。工事用エレベータ３は、防音パネル４の内側にあって、外からは
見えない。
【００１５】
　高層ビル５０の屋上には、５本の屋根トラス２が架け渡される。屋根トラス２は鋼材か
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らなるトラス構造で、全体が切妻状又は上部が平坦なほぼ水平な梁状で、切妻状の屋根ト
ラス２の脚部又は梁状の屋根トラス２の両端が南北２本の工事用エレベータ３、３の昇降
載置台１１、１１に取り付けられる。屋根トラス２は、重機７を屋上に投入するため、屋
上より上側に突出する。飛散防止ネット及びシート１は、屋根トラス２に取り付けられ、
前後左右の側面と上面を覆う。飛散防止ネット及びシート１は、破片や張力ボルトの外へ
の飛散を防止し、例えば網目サイズが１～３ｃｍで、衝撃にも強いネットと、衝撃で破損
しやすいが、ほこりや粉塵を通さず、防音や防水（雨）の効果があるシートからなる。図
１に示すように、屋根トラス２の間は、水平つなぎ３１と筋交１７で連結される。
【００１６】
　以下、切妻状の屋根トラス２を主として図２以下で説明する
　図２は、切妻状の屋根トラス２を用いた場合の図１の高層ビル５０の左側面図である。
一端の屋根トラス２には、複数の間柱３２と、筋交１７が設けられる。これにより屋根ト
ラス２を安定化でき、また、飛散防止ネット及びシート１が風で揺れないように固定でき
る。
【００１７】
　図３は梁状の屋根トラス２を用いた場合の高層ビル５０の左側面図である。
　ここでは、内部が分かるように、防音パネル４、飛散防止ネット及びシート１等は省略
した。梁状の屋根トラス２の両端は工事用エレベータ３の３、３の昇降載置台１１、１１
に取り付けられる。
この場合、内側で重機７が動きやすいように、切妻状の屋根トラス２の場合より、ガイド
レール６は上方に延長される
【００１８】
　図４は、図１の高層ビル５０の平面図である。５本の屋根トラス２が、前後方向（南北
方向）に架け渡される。屋根トラス２は、クレーンで屋上に揚重され、屋上で組み立てる
。屋根トラス２は、所定の長さの部材で、連結して屋根トラス５とする。クレーンで吊り
上げて、切妻状の屋根トラス２の脚部又は梁状の屋根トラス２の両端が工事用エレベータ
３の昇降載置台１１に取り付ける。屋根トラス２は、斜めに交差する大筋交１２で互いに
連結される。大筋交１２にはパイプが使用される。屋根トラス２に装着した飛散防止ネッ
ト及びシート１は、上面中央部に出し入れ口１５（太い点線で示す）があり、カーテンの
ように開口可能に構成される。屋根トラス２の上端が屋上付近に来るよう工事用エレベー
タ３を下降させておけば、飛散防止ネット及びシート１の取付作業がしやすい。
【００１９】
　図５は、図４のＡ部拡大図（平面図）である。図５は昇降載置台１１と養生足場５との
関係を示す図である。高層ビル５０の外壁１６の外側には、養生足場５が組み付けられる
。大梁１８は外壁１６の内側にある。養生足場５は、筋交１７が縦横に連結され、足場と
なるプレート１９が取付けられる。養生足場５の外側に防音パネル４が取付けられる。ガ
イドレール６は、長尺で垂直に伸びるハシゴ形状のもので、中央にラック２２が取り付け
られる。ラック２２は、昇降載置台１１の底部に設けられた昇降用モータ２１で駆動され
るピニオン（図示せず、駆動歯車のこと）と噛み合う。昇降載置台１１に、切妻状の屋根
トラス２の脚部又は梁状の屋根トラス２の両端が固定される。昇降載置台１１が上下方向
に昇降するので、迅速に屋根トラス２を昇降できる。工事用エレベータ３の頂部付近は、
養生足場５が左右に分断された形となる。
【００２０】
　図６は、養生足場５と工事用エレベータ３の関係を示す図である。昇降載置台１１が高
層ビル５０の頂部付近に移動させた後は、昇降載置台１１の下側の空間は、作業員が往復
するので、プレート１９が取付けられ、養生足場５が左右に分断されることがない。なお
、フロア解体（各階の床と壁の解体）が進み、昇降載置台１１が下降してくれば、この部
分のプレート１９が撤去される。
【００２１】
　図７は、養生足場５の足元を示す詳細図（側面図）である。高層ビル５０の外壁１６の
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外側には、養生足場５が組み付けられる。養生足場５の外側に防音パネル４が取付けられ
る。養生足場５は、筋交１７が自在クランプ２０で固定され、足場となるプレート１９が
取付けられる。ハシゴ形状の長尺なガイドレール６は、垂直に立設される。
【００２２】
　図８は、養生足場５の上部を示す詳細図（側面図）である。工事用エレベータ３の昇降
載置台１１に、切妻状の屋根トラス２の脚部又は梁状の屋根トラス２の両端が固定される
。屋上より上の部分には、防音パネル４を設けず、養生足場５の外側を飛散防止ネット及
びシート１が覆う。屋根トラス２が下降されると、飛散防止ネット及びシート１も下降す
ることになるので、フロア解体（各階の床と壁の解体）が進行すれば、これに合わせて、
養生足場５も上部側から順次撤去される。その分工期も短くできる。図８に示すように、
昇降載置台１１は、ガイドレール６に装着され上下方向に昇降できる。昇降載置台１１の
底部には、昇降用モータ２１が設けられ、ピニオン（歯車）が設けられ、該ピニオンがラ
ック２２と噛み合って、昇降載置台１１が昇降する。図８の右側の写真は、ガイドレール
６を含めて取り出した昇降載置台１１の写真である。写真では昇降載置台１１の天板は外
している。切妻状の屋根トラス２の脚部又は梁状の屋根トラス２の両端は、昇降載置台１
１に左右方向に１つの接点で連結される。
【００２３】
　図９は、屋根トラス２の構成を示す説明図である。屋根トラス２は、これに限るもので
はないが、本実施例では、長さＬが５ｍの部材を使用した。（ａ）に示すように、４本の
部材を連結した場合、底辺の長さＢＬ１を１５．５ｍにできる。（ｂ）に示すように、１
２本の部材を連結した場合、底辺の長さＢＬ２を５３．５ｍにできる。このように高層ビ
ル５０の幅に対応して、屋根トラス２の長さを調節できる。図には示さないが、短い寸法
出しの調整部材（トラス）もある。
【００２４】
　屋根トラス２は複数存在するが、その内の少なくとも１つには、照明器具、カメラ、散
水装置の内の少なくとも１つが取り付けられることが好ましい。
　照明器具は、作業場所を明るく照らすためであり、カメラは、作業の進捗状況を離れた
場所で確認できるもので、動画用あるいは静止画用カメラであり、散水装置は解体作業に
よる粉塵の発生を抑えるためである。
【００２５】
　図１０は、図４のａ－ａ断面図である。重機７は、クレーンで揚重され、飛散防止ネッ
ト及びシート１の出し入れ口１５から屋上に投入されているとする。屋根トラス２の高さ
は約３フロア分の高さで、例えばフロア解体が屋上（ＲＦＬ）から８階（８ＦＬ）まで進
んだ場合、屋根トラス２の上部は１１階（１１ＦＬ）より少し上の位置に下降する。なお
、工事用エレベータ３は、８基が集中制御され、一カ所からの指示で同時に昇降させると
する。高層ビル５０の前後左右の側面には、防音パネル４が設けられる。重機７によって
、各階の床や壁が解体され、屋上側から地上側に向かって解体が進行される。
【００２６】
　図１１は、屋根トラス２の詳細拡大図である。屋根トラス２はジョイント３０で連結さ
れる。屋根トラス２の上側に、粉塵飛散防止のシート１ｂが設けられ、屋根トラス２の下
側には、破片飛び出し防止のネット１ａが設けられる。本実施例では、飛散防止ネット及
びシート１がネット１ａとシート１ｂの２枚で構成されるとしたが、強靭さがあり粉塵の
飛散防止できるなら１枚で構成してもよい。
【００２７】
　図１２は、屋根トラス２の出し入れ口１５の説明図である。出し入れ口１５を電動の開
閉式とした。飛散防止ネット及びシート２３は、飛散防止ネット及びシート２１と同様に
ネット１ａとシート１ｂからなるとする。図１２は、図４に相当する平面図で、５本の屋
根トラス２が前後方向に架け渡されている。出し入れ口１５の左右両側にはスライドレー
ル２４が設けられ、複数のランナー２５がスライド可能に装着される。ランナー２５が飛
散防止ネット及びシート２３をカーテンのように支持する。飛散防止ネット及びシート２
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３が前方向に引き出して、出し入れ口１５を閉じ、後方に引き戻すことで出し入れ口１５
が開く。開閉にはネット開閉用モータ２６が設けられ、前側左右のプーリ２７、２７を回
転させる。後側左右にもプーリ２７、２７が設けられ、前側左右のプーリ２７、２７とチ
ェーン２８で繋がっている。チェーン２８の駒部材２９が先頭のランナー２５をスライド
させる。図１２の左側の図に示すように、ネット開閉用モータ２６を一方に回転させると
、飛散防止ネット及びシート２３が前方に引き出され、他方に回転すると、飛散防止ネッ
ト及びシート２３が後方に引き戻される。扉のような構造でも開閉式にできる。
【００２８】
　図１３は、本発明による飛散防止養生工法のフローチャートである。Ｓ１は、地上から
屋上に向けて高層ビルの両側面に複数の工事用エレベータを立設する段階である。Ｓ２は
、地上から屋上に向けて高層ビルの前後左右の側面に養生足場を設置する段階である。Ｓ
３は、足場の外側に防音パネルを設置する段階である。Ｓ４は、屋根トラスをクレーンで
揚重し、工事用エレベータの昇降載置台に取付ける段階である。Ｓ５は、屋根トラスに飛
散防止養生ネットを取付ける段階である。Ｓ６は、重機をクレーンで揚重し、飛散防止養
生ネットの出し入れ口から屋上に投入する段階である。Ｓ７は、重機によるフロア解体（
各階の床と壁の解体）の進行に合わせて工事用エレベータにより屋根トラスを下降させる
段階である。
【００２９】
　本実施例では、屋根トラスを切妻状又は上部が平坦なほぼ水平な梁状としたが、ビルの
奥行きが短い場合、雨水等の荷重も少ないので、脚部と脚部の間をトラス構造の梁ではな
く、ワイヤーが架け渡たされる構造としてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３０】
　本発明は、高層ビル解体時、飛散防止ネット及びシートで覆われた屋根トラスを迅速に
下降できるシステム及び工法として好適である。
【符号の説明】
【００３１】
　１　　飛散防止ネット及びシート
　１ａ　　ネット
　１ｂ　　シート
　２　　屋根トラス
　３　　工事用エレベータ
　４　　防音パネル
　５　　養生足場
　６　　ガイドレール
　７　　重機
　１１　　昇降載置台
　１２　　大筋交
　１４　　昇降階段
　１５　　出し入れ口
　１６　　外壁
　１７　　筋交
　１８　　大梁
　１９　　プレート
　２０　　自在クランプ
　２１　　昇降用モータ
　２２　　ラック
　２３　　飛散防止ネット及びシート
　２４　　スライドレール
　２５　　ランナー
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　２６　　ネット開閉用モータ
　２７　　プーリ
　２８　　チェーン
　２９　　駒部材
　３０　　ジョイント
　３１　　水平つなぎ
　３２　　間柱
　５０　　高層ビル
　１００　　飛散防止養成システム
　Ｓ１～Ｓ７　　飛散防止養成工法の各段階

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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【図１１】

【図１２】

【図１３】
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